
平成18年
4月号

No.013

4
元 気、 熱 気、 勇 気、 や る 気、 稲 敷 市

主な内容　p2-4機構改革　p5障害者福祉　p6-7農業委員　p8-9
狂犬病予防注射　p10年金　p11国保　p12-15叙勲・表彰、花ま
つり、消費生活、農薬散布など、　p20うまいもん　p21イナビト

表紙　生涯学習の津軽三味線講座
の一コマ。10回の講座でソーラ
ン節が引けるまで上達した方も！
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　今回の機構の改編は、多くの市民の皆様の声を届きや
すくすることに重点をおき、また、合併時に分庁方式を
採用したために生じた混乱を少しでも解消し、より迅速
かつ適正に事務処理ができるように組織・機構を変更し
ます。
　桜川庁舎の保険課で行っていた『介護保険』の業務が

□市長公室
総務部から秘書広聴課、企画課を分離し、新たに市長公室
を新設し、同２課を配置します。このことにより「稲敷市ふ
るさとづくり」に多くの市民の声を取り入れ市政に反映で
きるようにします。
□高齢福祉課
保険課の介護保険係と社会福祉課の高齢福祉係を統合しま
す。市民の皆様が庁舎間を往復することがないよう高齢福
祉サービスの相談窓口をひとつにし、皆様からのご相談を
受けやすく、迅速かつ的確にお応えできるようにします。
□農政課
産業振興課の農林水産係を課とします。市内の土地改良区

市民サービスの向上を目指して
４月から市の行政機構が変わります。
市では、各庁舎、各課の業務内容の見直しや課の新設を行い、より迅速で効率的な行
政システムの確立と住民サービスの向上を図るため、平成18年４月１日から行政
改革の一端として行政機構の改編を実施します。

■桜川庁舎

■東庁舎

2階

農業振興課が農政課と商工
観光課に分課し、消費生活
センターが開設（７月）さ
れ、建設課より道路維持課
が分課されます。

1階

■江戸崎庁舎

2階

変更はありません。

配置は変わりませんが、秘
書広聴課と企画課が市長公
室所属となります。

1階
ト
イ
レ

階　
段

出入口出入口

総務課会計課
収入
役室

江戸崎
総合窓口課

■新利根庁舎

2階

介護保険係を含む高齢福祉
課が、従来の児童福祉課の
所へ新設され、それに伴い
児童福祉課の場所が変わり
ます。人権同和対策室が２
階から１階へと移ります。

家庭児童相談室が１階から
２階へと移ります。

1階

保険課は、健康保険係・老
人保健係・医療福祉係・年
金係の業務を行い、介護保
険係は新設される高齢福祉
課に移ります。

生活環境課の場所が本庁舎
２階から分庁舎２階へと移
ります。

2階
変更はありません。

1階

桜川総合
窓口課

市民課

保険課

桜川水道
事務所

健康保険
老人保健
医療福祉
年　　金

トイレト
イ
レ

階　段

階　
段

出入口

中　庭

出入口

新利根庁舎に新設する高齢福祉課になります。高齢福祉
課の新設に伴い、児童福祉課の場所が変更になりますの
で、来庁の際にはご注意ください。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）☎029-892-2000（内線

2204）

の事業推進、各種農業団体の支援、新たな農業施策の展開等
の事業に携わり農林水産業振興の更なる発展を目指します。
□商工観光課
産業振興課の商工観光係を課とします。そして、7月からは
消費生活センターを設置します。商工観光係を課にすること
でイベント事業の活性化、市内観光事業の強化図るとともに、
産業振興課を分課することにより住民の声が届きやすく、よ
り的確にお応えできるようにします。
□道路維持課
建設課から道路維持係が独立します。道路維持業務を専門に
扱い市道の維持・補修を迅速に行えるようにします。

道路
維持課

東総合
窓口課農政課

商　工
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センター農
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トイレ

トイレ
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ト
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財政課 管財課

学　校
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室
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相談室

階　段

階　
段

ト
イ
レ

高齢福祉課

社会福祉課
人権同和
対策室新利根総合窓口課

児　童
福祉課

介護保険
トイレ階　段 階　

段

出入口
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障害者自立支援法 その2
地域で暮らせる自立と共生の社会へ

上
限
設
定
の
し
く
み

利
用
者
本
人
の
属
す
る
世
帯
の

収
入
等
に
応
じ
て
、
別
表
１
の

よ
う
に
４
区
分
と
な
り
ま
す
。

申
請
か
ら
給
付
の
流
れ

介
護
給
付
、
訓
練
等
給
付
の
申

請
か
ら
給
付
の
流
れ
は
、
別
表

２
の
1
〜
5
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。自

立
支
援
法
の
ま
と
め

以
上
、
２
か
月
に
わ
た
っ
て
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
概
要
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
は
、

こ
れ
ま
で
の
障
害
者
制
度
の
課

題
で
あ
る
、
①
身
体
障
害
・
知

的
障
害
・
精
神
障
害
と
い
っ
た

障
害
種
別
ご
と
に
縦
割
で
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
施

設
・
事
業
体
系
が
わ
か
り
に
く

く
使
い
に
く
い
②
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
系
が
不
十
分
な
地
方
自

治
体
も
多
く
、
必
要
と
す
る

人
々
す
べ
て
に
サ
ー
ビ
ス
が
行

設
定
さ
れ
ま
す
。

・
原
則
と
し
て
、定
率
負
担（
費

用
の
１
割
負
担
）と
な
り
ま
す

・
負
担
が
高
額
に
な
ら
な
い
よ

う
、
所
得
区
分
ご
と
に
負
担
金

額
の
上
限
を
設
定
し
ま
す

②
一
定
の
条
件
に
基
づ
い
て
負

担
額
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
利
用
負
担
の
減
免
等
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
へ
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

③
所
得
段
階
ご
と
の
負
担
額
の

４
月
１
日
か
ら（
一
部
の
サ
ー
ビ

ス
は
10
月
）
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

支
援
費
制
度
や
公
費
負
担
医
療

制
度
が
、
新
し
い
自
立
支
援
給

付
制
度
と
な
り
ま
す
。

　
今
月
は
、
介
護
給
付
、
訓
練

等
給
付
の
利
用
者
負
担
額
、
サ

ー
ビ
ス
申
請
か
ら
開
始
の
流
れ

な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

利
用
者
負
担
額

①
利
用
者
負
担
の
月
額
上
限
が

別表1：所得段階ごとの負担額

区分 世帯の収入状況 月額の上限

生活保護 生活保護世帯に属する方 0円

低所得1

市民税均等割非課税世帯であっ
て、障害者または障害児の保護者
の収入が80万円以下（障害基礎年
金2級相当）である世帯に属する方

15,000円

低所得2 市民税均等割非課税である世帯に
属する方 24,600円

一般 市民税課税世帯 �7,200円

別表2：申請から給付の流れ

1 利用者の相談を受け、相談支援事業者又は福祉事務所
が、認定調査を実施。利用者は、相談支援事業を通じて、
又は直接サービスを利用申請する。

2 認定調査結果に基づき、福祉事務所で１次判定、審査
会で２次判定を実施し、その結果障害区分を認定する。

3 その認定区分に基づき、相談支援事業者はサービス利
用計画案を作成し、福祉事務所へ提出。福祉事務所は
計画案を勘案し、支給決定を行い決定通知を送付。

4 利用者は、事業者とサービス利用契約を結び、サービ
ス提供を受け、利用者負担金を事業者に払う。

5 事業者は、市へ公費負担分を請求し、市は事業者へ支
払う。

き
届
い
て
い
な
い　
③
支

援
費
制
度
に
お
け
る
国
と

地
方
自
治
体
の
費
用
負
担

の
ル
ー
ル
で
は
、
増
え
続

け
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た

め
の
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
、
を
解

決
し
て
い
く
た
め
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
障
害
者

の
方
が
地
域
で
暮
ら
せ
る

社
会
、
自
立
と
共
生
の
社

会
を
実
現
し
て
行
き
ま
す
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課

（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
３
１
２
９ 

稲敷市組織機構図　（平成18年4月1日現在） 新設 既設

秘書広聴課　（秘書係、広報広聴係、女性行政係）

　政策審議室　（政策調査係）

企画課　（企画係、統計係、情報政策係）

総務課　（庶務係、人事給与係、文書法制係、行政改革推進係）

財政課　（財政係）

管財課　（管財係、契約検査係）

江戸崎総合窓口課　（市民係、業務係）

新利根総合窓口課　（市民係、業務係）

桜川総合窓口課　（業務係）

東総合窓口課　（市民係、業務係）

市民課　（戸籍係）

税務課　（資産税係、住民税係、徴収係）

保険課　（国民健康保険係、医療福祉係、老人保健係、国民年金係）

生活環境課　（環境係、衛生係、消防交通係）

社会福祉課／福祉事務所　（社会福祉係、障害福祉係）

　保護室　（保護係）

高齢福祉課／福祉事務所　（高齢福祉係、介護保険係）

児童福祉課／福祉事務所　（児童福祉係、保育係）

　保育所
健康増進課　（保健予防係、健康増進係）

　保健センター
人権同和対策室　（地域改善対策係）

農政課　（農林水産係、農政企画係）

商工観光課　（商工労働課、観光係）

建設課　（土木係、地籍調査係、住宅係）

道路維持課　（管理係、維持係）

都市計画課　（都市計画係、開発係、公園管理係）

下水道課　（業務係、整備係、施設管理係）

会計課　（会計係、審査係）

水道事務所　（管理係、業務係、給水係、施設係）

教育総務課　（総務企画係、施設管理係）

学校教育課　（管理係、学務係）

指導室
　幼稚園
　小学校
　学校給食センター　（庶務係）

生涯学習課　（社会教育係、社会体育係）

　公民館／体育館
　コミュニティセンター
図書館　（管理係、奉仕係）

歴史民俗資料館　（学芸係、庶務係）

議会事務局　（庶務係、議事係）

農業委員会事務局　（農地対策係、農業振興係、庶務係）

監査委員事務局　

市長公室

総務部

市民生活部

保健福祉部

産業建設部

水道局

助役

収入役

教育長

市長

水道事業
教育委員会

議会
農業委員会
監査委員
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淺
野
一
繁　
村
田
６
０
７

昨
今
の
農
業
情
勢
は
米
価
の
低

迷
な
ど
非
常
に
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。農
業
活
性
化
の

た
め
に
、農
業
委
員
会
と
し
て
何

が
で
き
る
か
を
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
）、議
会
の
推
薦
す
る
学
識
経

験
を
有
す
る
委
員（
４
人
）の
32

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
任
期
満
了
に
伴
う
稲

敷
市
農
業
委
員
会
委
員
が
改
選

さ
れ
、
32
人
の
新
農
業
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、

そ
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
改
選
後
初
め
て
の
総

会
が
２
月
22
日
に
開
か
れ
、
会

長
に
淺
野
一
繁
氏
が
、
会
長
代

理
に
秋
本
精
一
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
・
２
月
22
日
現

在
）農

業
委
員
会
で
は
毎
月
1

回
（
予
定
25
日
）
定
例
会
議

を
開
催
し
て
い
ま
す
。農

地
の
移
動
、
売
買
、
転
用

等
許
可
申
請
が
必
要
な
方

は
毎
月
14
日（
土
・
日
、
祝

日
の
場
合
は
前
の
開
庁
日
）

ま
で
に
申
請
書
を
農
業
委

員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
稲
敷
市
農
業
委
員
会
（
東
庁

舎
）
☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３

３
８
４

農
業
委
員
会
は
、「
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

い
て
、
市
町
村
に
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
行
政
委
員
会

で
す
。そ
の
大
き
な
特
徴
は
、

公
職
選
挙
法
を
準
用
し
た
選
挙

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
農
業
者
の

代
表
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。事
務
執
行
に
つ
い
て
は
、

「
農
業
委
員
会
事
務
局
」
が
設

置
さ
れ
、
農
業
委
員
会
会
長
の

指
揮
監
督
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

す
。農

業
委
員
会
の

主
な
業
務

○
農
地
の
売
買
や
転
用
に
つ
い

て
農
業
者
を
代
表
す
る
機
関

と
し
て
公
正
に
審
査
し
ま
す
。

○
地
域
農
業
振
興
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

○
農
業
者
の
公
的
代
表
と
し
て
、

農
業
者・集
落
の
声
を
行
政・

施
策
へ
反
映
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員

市
の
農
業
委
員
は
、
選
挙
に
よ

る
委
員
（
25
人
）、
農
業
団
体
の

推
薦
す
る
委
員
（
２
人
）、
土
地

改
良
区
の
推
薦
す
る
委
員
（
１

農業委員さんを紹介します
みなさんの声の代弁者です

沼𥔎 享
下根本40�2

保科 進
西代1686

飯塚幸一
市崎4�1-1

石𣘺將男
本新595

吉岡一仁
上根本�482

風見稔夫
戌渡27

澤邉雅之
信太古渡521

中澤信雄
犬塚446

石橋重信
新橋82

濱田昭一
柴崎555-1

新木正男
柴崎1281

浅野幸一
柏木498

坂本德冶
須賀津1844

武内 治
浮島�567

栗山 勲
六角��2

髙須 理
須賀津99�

村山文雄
沼田1611-2

古澤真和
寺内1511

髙木清實
浮島4474

黒田 武
阿波崎4518

川島 昇
堀川860

根本晴夫
高田2656-1

松田 悟
岡飯出815

黒田久良之進
下須田1767

坂本一雄
上須田1552

山本光一
蒲ヶ山281-�

加納 昭
結佐166

篠崎文夫
柴崎84�1

松田 守
江戸崎甲579

横田裕康
下君山1899

会
長

　
秋
本
精
一　
神
宮
寺
５
５
３

今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
会
長
の
補
佐
役
と
し
て
責

務
を
果
た
す
覚
悟
で
す
。皆
様

方
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
代
理
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愛するワンちゃんのために！
狂犬病予防注射は飼い主の義務です

■4月19日（水）

田宿公民館 午前9時50分〜10時10分
稲波公民館 午前10時�0分〜10時50分
古渡公民館 午前11時10分〜11時�0分
野原新田集落センター 午後1時〜1時20分
鳩崎本郷公民館 午後1時40分〜2時
佐倉公民館 午後2時20分〜2時40分
■4月20日（木）

桑山公民館 午前9時50分〜10時10分
駒塚公民館 午前10時�0分〜10時50分
椎塚公民館 午前11時10分〜11時�0分
岡公民館 午後1時〜1時20分
田園都市センター 午後1時40分〜2時
■4月2�日（日）

江戸崎庁舎 午後1時�0分〜�時�0分

登録・狂犬病予防注射日程

登
録
・
狂
犬
病
の
予

防
注
射
は
忘
れ
ず
に

　
市
で
は
犬
の
登
録
と
、
狂
犬

病
予
防
注
射
を
下
記
の
日
程
で

お
こ
な
い
ま
す
。飼
い
主
の
方

は
、
市
か
ら
の
通
知
は
が
き
を

持
参
し
て
愛
犬
と
い
っ
し
ょ
に

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
飼
い
犬
は
生
涯
一
度
の
登
録

が
必
要
で
、
平
成
７
年
以
前
に

登
録
し
た
犬
は
再
登
録
が
必
要

で
す
。ま
た
、
毎
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、犬
の
死
亡
、住
所
・
所

有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
な

ど
は
市
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
た
飼
い
主
の
方

は
、
注
射
済
証
明
書
を
持
参
し
、

各
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

①
ハ
ガ
キ
②
手
数
料
１
頭
に
つ

き
３
３
０
０
円（
７
年
度
以
降
登

録
済
み
の
犬
）③
７
年
度
以
降
登

録
し
て
い
な
い
犬
は
、
登
録
手

数
料
２
０
０
０
円
を
含
め
、
５

３
０
０
円

狂
犬
病
っ
て

こ
ん
な
に
恐
い

人
と
動
物
が
共
通
に
感
染
す
る

病
気
（
人
畜
共
通
感
染
症
）
の
中

で
、
発
症
す
る
と
必
ず
死
亡
す

る
恐
ろ
し
い
伝
染
病
で
す
。

　
狂
犬
病
に
は
予
防
ワ
ク
チ
ン

が
あ
り
、
わ
が
国
で
は
生
後
90

日
以
上
の
犬
は
、
年
１
回
の
予

防
注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。さ
い
わ
い
日
本

で
は
、
飼
犬
へ
の
予
防
接
種
が

徹
底
さ
れ
て
い
る
た
め
、
狂
犬

病
の
発
症
例
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
狂
犬
病

発
症
の
危
険
が
無
く
な
っ
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。狂
犬
病
予

防
ワ
ク
チ
ン
も
年
々
改
良
が
加

え
ら
れ
副
作
用
の
心
配
も
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
予
防
接
種
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
の
症
状

怒
り
っ
ぽ
く
、
何
に
で
も
か
み

つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

の
ど
の
筋
肉
が
麻
痺
す
る
た
め

唾
液
を
垂
れ
流
し
、
末
期
は
痙

攣
発
作
か
昏
睡
状
態
に
陥
り
最

終
的
に
は
死
亡
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
を
怖
が
る
症
状
を

示
す
こ
と
か
ら
恐
水
病
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
☎
０
２

９
︲
８
９
４
︲
２
３
２
７
（
直

通
）

曽根共同利用施設 午後2時�0分〜�時�0分
■4月14日（金）

堀川共同利用施設 午前9時�0分〜10時�0分
太田憩いのプラザ 午前10時50分〜11時50分
小野寺内田園都市センター 午後1時10分〜2時10分
南部共同利用施設 午後2時�0分〜�時
■4月2�日（日）

新利根庁舎 午前9時�0分〜11時�0分

釜井田園都市センター 午前10時�0分〜10時50分
伊佐部倉庫 午前11時10分〜11時40分
旧稲敷農協伊崎支所 午後1時〜1時20分
下須田新田集会所 午後1時�0分〜1時50分
下須田公民館 午後2時〜2時20分
■4月7日（金）

幸田集落センター 午前9時〜9時�0分
福田集落センター 午前9時50分〜10時10分
市崎集落センター 午前10時�0分〜10時50分
東大沼集会所 午前11時10分〜11時�0分
町田集落センター 午後1時〜1時20分
清水公民館 午後1時40分〜2時
清水新田団地センター 午後2時10分〜2時�0分
平須開拓集会所 午後2時40分〜�時
脇川集落センター 午後�時20分〜�時40分
■4月22日（土）

東庁舎 午前9時�0分〜11時�0分

桜川地区
■4月10日（月）

東農村集落センター 午前9時�0分〜10時
原口農村集落センター 午前10時10分〜10時�0分
浮島中央集落センター 午前10時40分〜11時
戸前農村集落センター 午前11時10分〜11時�0分
上馬渡公会堂 午後1時〜1時20分
東三次公民館 午後1時�0分〜1時50分
飯出公民館 午後2時〜2時20分
岡飯出埜口成一氏宅前 午後2時�0分〜2時50分
■4月11日（火）

山来会館 午前9時40分〜10時
四箇地区コミュニティ消防センター 午前10時10分〜10時�0分
甘田公民館 午前10時40分〜11時
阿波地区コミュニティ消防センター 午前11時10分〜11時�0分
神宮寺集落センター 午後1時〜1時�0分
羽生公民館 午後1時40分〜2時
古渡地区コミュニティセンター 午後2時10分〜2時�0分
■4月22日（土）

桜川庁舎 午後1時�0分〜�時�0分

登録・狂犬病予防注射日程
東地区
■4月4日（火）

清久島公会堂 午前9時50分〜10時10分
橋向田園都市センター 午前10時�0分〜10時50分
押砂集落センター 午前11時10分〜11時�0分
佐原組新田集落センター 午後1時〜1時20分
手賀組新田集落センター 午後1時40分〜2時
大重中央 午後2時10分〜2時�0分
六角集落センター 午後2時50分〜�時10分
曲渕公会堂 午後�時�0分〜�時50分
■4月5日（水）

上須田公民館 午前9時10分〜9時�0分
押堀公民館 午前9時40分〜10時
結佐集落センター 午前10時20分〜10時50分
上之島倉庫前 午前11時10分〜11時40分
西代集落センター 午後1時〜1時�0分
八筋川開拓事務所 午後1時50分〜2時20分
本新婦人ホーム 午後2時�0分〜�時10分
■4月6日（木）

光葉自治会館 午前9時�0分〜10時10分

江戸崎地区
■4月17日（月）

上君山公民館 午前9時20分〜9時40分
君賀コミュニティセンター 午前10時〜10時20分
羽賀公民館 午前10時40分〜11時
村田公民館 午前11時20分〜11時40分
小羽賀公民館 午後1時〜1時20分
第１沼田公民館 午後1時40分〜2時
いこいの家跡地（西町） 午後2時20分〜2時40分
■4月18日（火）

沼里コミュニティセンター 午前9時20分〜10時
月出里公民館 午前10時20分〜10時40分
稲敷農協野菜集配センター 午前11時〜11時�0分
荒野生活改善センター 午後1時〜1時20分
花指公民館 午後1時40分〜2時
小角集落センター 午後2時20分〜2時40分

新利根地区
■4月12日（水）

角狸共同利用施設 午前9時�0分〜10時�0分
根本５区共同利用施設 午前10時50分〜11時50分
根本共同利用施設 午後1時10分〜2時10分
三ツ家公民館 午後2時�0分〜�時
■4月1�日（木）

伊佐津公民館 午前9時�0分〜10時�0分
寄居共同利用施設 午前10時50分〜11時50分
新宿共同利用施設 午後1時10分〜2時10分
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国民健康保険被保険者証の更新
配達記録郵便で送付します

毎
年
４
月
１
日
に

更
新
し
ま
す

稲
敷
市
の
国
民
健
康
保
険
証
は
、

毎
年
４
月
１
日
に
更
新
し
ま
す
。

　
現
在
ご
使
用
に
な
ら
れ
て
い

る
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
」
の
有
効
期
限
は
、
平
成
18

年
３
月
�1
日
ま
で
で
す
。古
い

保
険
証
は
４
月
に
な
り
ま
し
た

ら
各
自
処
分
を
し
て
い
た
だ
き
、

４
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
保
険

証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

配
達
記
録
郵
便
で

送
付
し
ま
す

　
新
し
い
保
険
証
は
、
３
月
�1

日
ま
で
に
、
世
帯
主
宛
に
配
達

記
録
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。今

回
よ
り
配
達
記
録
郵
便
で
の
送

付
に
な
り
ま
す
の
で
、
受
け
取

り
に
は
受
領
印
や
サ
イ
ン
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
配
達
時
に
不
在
の
と
き

は
、「
郵
便
物
お
預
り
の
お
知

ら
せ
」（
不
在
配
達
票
）
が
投
函

さ
れ
ま
す
の
で
、
不
在
配
達
票

に
記
載
の
郵
便
局
に
連
絡
し
、

希
望
の
再
配
達
日
時
を
指
定
し

て
く
だ
さ
い
。

学
生
用
保
険
証

　
修
学
の
た
め
に
、
他
の
市
区

町
村
に
住
ん
で
い
て
学
生
用
保

険
証
が
必
要
な
方
は
、
在
学
証

明
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

便
利
な
口
座
振
替
を

お
す
す
め
し
ま
す

お
取
り
扱
い
金
融
機
関
（
郵
便

局
を
含
む
）
の
窓
口
で
口
座
振

替
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

必
要
な
物

保
険
税
の
納
付
書
、
預
金
通
帳
、

通
帳
の
届
出
印
、
口
座
振
替
依

頼
書（
取
扱
い
金
融
機
関
、市
役
所

各
総
合
窓
口
課
に
設
置
）

取
扱
金
融
機
関

常
陽
銀
行
、
関
東
つ
く
ば
銀
行
、

茨
城
銀
行
、
千
葉
銀
行
、
水
戸

信
用
金
庫
、
茨
城
県
信
用
組
合
、

中
央
労
働
金
庫
、
稲
敷
農
業
協

同
組
合
の
各
本
支
店
お
よ
び
全

郵
便
局

●
稲
敷
市
役
所
保
険
課
国
民
健

康
保
険
係
（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
４
６
０
８
）

学
生
の
方
も
20
歳
に
な
る
と
国

民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
20
歳
以
上
の
学
生
で

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
、
ま
た
扶
養
さ
れ
て
い

る
場
合
に
限
り
、
在
学
中
は
保

険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
請
す
る
に
は

申
請
は
市
役
所
各
総
合
窓
口
課

（
桜
川
庁
舎
は
保
険
課
）
で
行
え

ま
す
。卒
業
・
退
学
後
（
学
生
で

な
く
な
っ
た
と
き
）、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
す
る
予
定

の
な
い
方
で
、
引
き
続
き
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
免
除
、納
付
猶
予（
30
歳

未
満
の
方
に
限
る
）
の
申
請
が
で

き
ま
す
。

毎
年
更
新
が
必
要

　
平
成
17
年
度
に
国
民
年
金
保

険
料
の
学
生
納
付
特
例
制
度
申

請
・
承
認
さ
れ
た
方
で
、
平
成

18
年
４
月
以
降
も
学
生
納
付
特

例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
あ

ら
た
め
て
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
。４
月
に
申
請
手
続
き
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
申
請
に

よ
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
承
認
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
の
期
間
に
算
入
さ

れ
未
納
期
間
と
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
の
額
の
計
算
に
は
入
り
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
追
納
を
お
す
す
め

し
ま
す
。10
年
以
内
の
期
間
な

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
※
た
だ
し
、２
年

を
過
ぎ
て
３
年
目
以
降
追
納
す
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算

金
が
つ
き
高
く
な
り
ま
す
。）追
納

に
は
専
用
の
納
付
書
が
必
要
で

す
の
で
社
会
保
険
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
（
土

浦
市
下
高
津
２
︲
７
︲
２
９
）
☎

０
２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

／
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

年金って老後だけじゃないんだ
ご存知ですか？学生納付特例制度

電話での年金相談は、
「ねんきんダイヤル」をご利用ください。
年金請求などの相談☎0570-05-1165
年金を受けている方の相談☎0570-07-1165
受付時間：午前８時�0分〜午後５時まで

（土・日・祝日および年末年始を除く）

あなたの年金相談Ｑ＆Ａ
Ｑ：学生納付特例制度を受けられる学生って？
Ａ：学生本人の前年所得が118万円以下であること。
学生本人に扶養家族がいる場合、基準額が変わります。
Ｑ：手続きはどこでするの？持参するものは？
Ａ：住民登録している市町村の国民年金担当窓口で学
生納付特例申請書に必要事項を記入するだけです。申
請書は国民年金担当窓口にあります。
持参するもの＝新学年の学生証（コピー可）または在学
証明書・年金手帳・印かん
※学生本人に前年所得があり、今年退職して学生にな
った方は、離職票か雇用保険受給資格者証などのコピ
ーが必要です。
Ｑ：もし学生時代に２年間、学生納付特例を受けて、２
年分の保険料を追納しなかった場合どうなるの？
Ａ：あなたが学生納付特例を受けた２年分の保険料を
追納しなかった場合、年をとってから受け取る老齢基
礎年金額が生涯減額されることになります。「人生80
年」といわれる時代、老後は確実に長くなっています。
できるだけ早く追納し、将来、満額の老齢基礎年金を
受け取りましょう。

こんなとき 届け出に必要な物
市外から転入してきたとき 印鑑、転出証明書
職場の健康保険をやめたとき

印鑑、退職証明書または健康保険の離職証明書
職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書
市外に転出するとき 印鑑、保険証
職場の健康保険に加入したとき 印鑑、国保と職場の保険証（未交付の時は加入した

事を証明するもの）職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の加入者が亡くなったとき 印鑑、保険証、死亡を証明するもの
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書
退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書（年金証書裁定通知）
住所が変わったとき／世帯主や氏名が変わったとき／世
帯がわかれたりいっしょになったとき 印鑑、保険証

修学のために、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書（学生証）
保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったりしたとき 印鑑、身分を証明するもの、使えなくなった保険証

こんな時は14日以内に届け出を！

※届け出が遅れると、さかのぼって保険税を納めたり、医療費を返していただいたりする場合があります。

国
保
に
加
入
す
る
と
き
国
保
を
や
め
る
と
き

そ 

の 

他
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叙
勲
・
表
彰

み
な
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

稲
敷
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り

し
た
。

　

こ
の
た
び
の
叙
勲
に
対
し
、

改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

茨
城
県
統
計
大
会

２
月
24
日
、
茨
城
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
茨
城
県
統
計

大
会
が
開
催
さ
れ
、
稲
敷
市
内

か
ら
は
７
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。表
彰
さ
れ
た
７
人
は
、
永

年
統
計
調
査
に
尽
力
し
、
そ
の

実
績
が
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

茨
城
県
知
事
表
彰

加
納
昭（
結
佐
）

大
鳥
居
德
男（
浮
島
）

茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

古
澤
佐
一（
下
太
田
）

小
泉
和
二（
駒
塚
）

市
村
巳（
月
出
里
）

農
林
水
産
大
臣
表
彰

黒
田
保（
釜
井
）

稲
著
誠
一（
椎
塚
）

叙
勲

１
月
31
日
、
高
齢
者
叙
勲
が
発

表
さ
れ
、
齊
藤
眞
さ
ん
（
犬
塚
）

が
旭
日
単
光
章
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
齊
藤
氏
は
、
昭
和
30
年
の
桜

川
村
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
以

来
、
永
年
の
経
験
と
幅
広
い
視

野
を
持
っ
て
手
腕
を
ふ
る
わ
れ
、

桜
川
村
の
農
業
振
興
、
生
活
環

境
基
盤
整
備
の
充
実
、
文
化
福

祉
の
向
上
に
多
大
な
経
験
を
し
、

村
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま

日時：４月16日（日）
場所：和田公園（稲敷市浮島）
みなさまのご来場をお待ちしています

今
年
も
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
み
な
さ
ん
を
お
出
迎

え
し
ま
す
。詳
細
は
新
聞
折
込

チ
ラ
シ
（
４
月
初
旬
予
定
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時
：
４
月
16
日（
日
）

場
所
：
和
田
公
園（
稲
敷
市
浮
島
）

主
な
内
容

石
原
詢
子
歌
謡
シ
ョ
ー

鳴
海
聖
子
歌
謡
シ
ョ
ー

轟
轟
戦
隊
ボ
ウ
ケ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー

地
元
芸
能
発
表
な
ど

●
稲
敷
市
観
光
協
会 

稲
敷
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
実
行
委
員

会
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０

０
０（
内
線
５
２
０
６・５
２
０
７
）

topics

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
だ
よ
り

１
年
間
の
活
動
状
況

稲
敷
市
消
費
生
活
相
談
員
を
募
集

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す

れ
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た（
右
グ
ラ
フ
参
照
）。今
後

も
各
関
係
機
関
が
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
問
題
解
決
に
向
け
継

続
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し

ま
し
た
。

　
『
学
校
給
食
方
式
の
今
後
の

あ
り
方
』
に
つ
い
て
は
次
年
度

の
検
討
課
題
と
し
、
現
在
の
運

営
状
況
や
課
題
な
ど
を
事
務
局

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。18

年
度
も
引
き
続
き
審
議
・
検
討

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
学
校
教
育
課
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
６
０
０
）

募
集
人
員
：
１
人

採
用
予
定
日
：
７
月
１
日

勤
務
場
所
：
稲
敷
市
役
所
東
庁

舎（
稲
敷
市
結
佐
１
５
４
５
）

勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間
：
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日　
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

（
休
憩
１
時
間
を
除
く
１
日
６
時

間
）

任
用
期
間
：
１
年（
更
新
可
）

報
酬
等
：
７
２
０
０
円
（
日
額
）

通
勤
手
当
有

申
込
期
限
：
５
月
15
日（
月
）必

着応
募
方
法
：
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
）
お
よ
び
資
格
を
証
す
る

書
類
の
写
し
を
左
記
の
応
募
先

に
持
参
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

採
用
方
法
：
書
類
お
よ
び
面
接

に
よ
る
選
考
（
面
接
は
申
込
期
限

後
）

●
稲
敷
市
商
工
観
光
課
（
東
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０
（
内
線
５
２
０
６
・
５
２

０
７
）

次
の
日
程
で
固
定
資
産
の
縦
覧

閲
覧
を
行
い
ま
す
。

日
時
：
４
月
３
日（
月
）〜
５
月

１
日（
月
）午
前
８
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
ま

で（
平
日
の
み
）
／
場
所
：
桜
川

庁
舎
税
務
課
窓
口

縦
覧
で
き
る
方
：
稲
敷
市
の
固

定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の
納

税
者
。ま
た
は
、
納
税
者
か
ら

委
任
さ
れ
た
方
。土
地
の
み
の

納
税
者
は
土
地
、
家
屋
の
み
の

納
税
者
は
家
屋
、
両
方
の
納
税

者
は
両
方
の
帳
簿
の
縦
覧
が
可
。

閲
覧
で
き
る
方
：
縦
覧
で
き
る

方
と
同
じ
。た
だ
し
自
己
の
資

産
の
み
。ま
た
、借
地
人
、借
家

人
、賦
課
期
日
後
の
所
有
者（
所

有
権
移
転
）も
閲
覧
が
可
。

必
要
な
も
の
：
身
分
が
確
認
で

き
る
書
類
（
納
税
通
知
書
、
運
転

免
許
証
な
ど
）。本
人
以
外
の
場

合
は
、
納
税
者
の
委
任
状
や
契

約
書
も
必
要
で
す
。

●
稲
敷
市
税
務
課
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

５
０
６
・
４
５
０
７
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
で
は
、
年
間
を
通
し
て
次
の

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

第
１
回
運
営
委
員
会
（
平
成
17

年
10
月
）

保
護
者
代
表
８
人
、
学
校
長
８

人
、
学
識
経
験
者
１
人
、
議
会

議
員
２
人
、
市
職
員
１
人
か
ら

な
る
20
人
が
委
員
と
し
て
委
嘱

さ
れ
、
学
校
給
食
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

第
２
回
運
営
委
員
会
（
平
成
17

年
11
月
）

「
給
食
費
未
納
者
対
策
・
米
飯

給
食
の
形
態
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
の
対
策
や
方
向
性
な
ど
を
審

議
し
ま
し
た
。給
食
費
の
未
納

者
対
策
に
つ
い
て
は
、
教
員
と

給
食
セ
ン
タ
ー
・
学
校
教
育
課

職
員
の
21
人
に
よ
る
８
班
編
制

で
、
年
末
か
ら
未
納
者
宅
を
訪

問
し
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

第
３
回
運
営
委
員
会
（
平
成
18

年
２
月
）

給
食
費
の
未
納
者
宅
を
訪
問
し

た
結
果
報
告
が
あ
り
、
整
理
対

象
世
帯
の
約
83
％
か
ら
そ
れ
ぞ

固
定
資
産
税
の

縦
覧
・
閲
覧

募
集
職
種
：
消
費
生
活
相
談
員

（
非
常
勤
職
員
）

業
務
内
容
：
消
費
生
活
に
関
す

る
相
談
等
の
処
理
に
関
す
る
こ

と
／
消
費
生
活
に
係
る
知
識
の

普
及
及
び
情
報
の
提
供
に
関
す

る
こ
と
／
そ
の
他
消
費
生
活
の

安
定
お
よ
び
向
上
に
関
す
る
こ

と応
募
条
件
：
次
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
有
す
る
者
で
、
平
成
18

年
４
月
１
日
現
在
、
60
歳
未
満

の
方
。

①
消
費
生
活
専
門
相
談
員

（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

②
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（（
財
）日
本
産
業
協
会
）

③
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（（
財
）日
本
消
費
者
協
会
）

訪問未納世帯
97世帯

完納者
�8世帯

分納者
14世帯

分納誓約
29世帯

滞納
16世帯
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生
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
補
助
金

消
費
型
社
会
か
ら
循
環
型
社
会
へ

貸
し
ま
す
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

騙
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
三
か
条

で
処
理
で
き
る
方

○
同
一
世
帯
に
市
税
の
滞
納
者

が
い
な
い
方

○
ご
み
の
減
量
化
に
協
力
で
き

る
方

補
助
金
の
額

①
機
械
式
＝
購
入
額
の
２
分
の

１（
限
度
額
３
万
円
）

②
容
器
式
＝
購
入
額
の
２
分
の

１（
限
度
額
５
千
円
）

※
当
該
金
額
の
千
円
未
満
の
端

数
は
、切
り
捨
て

　
ご
不
明
な
点
は
、
購
入
前
に

生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
４
４
０
０
）

を
要
求
し
て
き
ま
す
）

○
第
三
の
ポ
イ
ン
ト

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前

に
左
記
に
問
い
合
わ
せ
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
東
京
都

貸
金
業
対
策
課
）☎
０
３
︲

５
３
２
０
︲
４
７
７
５

平
日
：
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

※
夜
間
・
休
日
は
、
留
守

番
電
話
の
「
受
付
ダ
イ
ヤ

ル
」に
な
り
ま
す
。

　
被
害
事
例
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
次
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク

セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

hphttp://w
w

w
.sangyo-

rodo.m
etro.tokyo.jp/

kasim
asusagi.pdf

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
伴
い
、

５
月
29
日
以
降
、
す
べ
て
の
作

物
と
農
薬
の
組
み
合
わ
せ
に
残

留
基
準
が
設
定
さ
れ
、
一
律
基

準
等
の
厳
し
い
基
準
値
が
設
定

さ
れ
ま
す
。基
準
値
を
超
え
た

場
合
は
、
食
品（
農
作
物
）と
し

て
の
流
通
が
原
則
禁
止
と
な
り

ま
す
の
で
、
農
薬
の
使
用
基
準

を
遵
守
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
対
象
作
物
以
外
に
農

薬
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
風
や

散
布
圧
等
に
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

　

農
薬
を
散
布
す
る
際
に
は
、

周
辺
の
作
物
に
注
意
を
す
る
と

と
も
に
、
農
薬
散
布
の
計
画
な

ど
に
つ
い
て
栽
培
者
ど
う
し
連

絡
を
密
に
し
て
お
く
こ
と
も
重

要
で
す
。

●
稲
敷
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
（
稲
敷
市
江
戸
崎
甲
５
４

１
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

９
３
４
／
茨
城
県
県
南
地
方
総

合
事
務
所
農
業
課（
土
浦
市
真
鍋

５
︲
17
︲
26
）☎
０
２
９
︲
８
２

２
︲
８
５
１
１

稲
敷
市
で
は
、
４
月
１
日
よ
り

一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
生

ご
み
処
理
容
器
な
ど（
機
械
式
・

容
器
式
）
の
購
入
費
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
を
定
め
る
予
定

で
す
。

　
現
在
焼
却
処
理
さ
れ
て
い
る

「
可
燃
ご
み
」
の
中
に
も
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
可
燃
ご
み
の
３
〜

４
割
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る

「
生
ご
み
」で
あ
り
、
生
ご
み
を

堆
肥
と
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

は
、
既
に
各
地
で
取
り
組
み
が

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
に
よ
り
、

消
費
型
社
会
か
ら
循
環
型
社
会

へ
の
転
換
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
、

稲
敷
市
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、「
循

環
型
社
会
の
構
築
」
を
目
指
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
そ
の

住
所
地
に
設
置
可
能
な
方

○
発
生
し
た
堆
肥
を
住
所
地
内

農
薬
の
飛
散

に
注
意
！

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を

装
っ
て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」

と
い
っ
た
内
容
の
偽
者
Ｄ
Ｍ

（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
や
携
帯

メ
ー
ル
な
ど
を
送
り
つ
け
て
、

保
証
金
や
保
険
金
名
目
で
お
金

を
騙
し
取
る
新
手
の
手
口
が
急

増
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

詐
欺
行
為
を『
貸
し
ま
す
詐
欺
』

と
い
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

騙
さ
れ
な
い
た
め
の

心
構
え
三
か
条

○
第
一
の
ポ
イ
ン
ト

取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら

突
然
送
ら
れ
て
く
る
、「
お
金

貸
し
ま
す
」
と
の
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
（
Ｄ
Ｍ
）・
携
帯
メ
ー
ル

な
ど
に
注
意
。（
低
金
利
で
、し
か

も
高
額
を
貸
し
付
け
る
か
の
よ
う

な
広
告
に
注
意
）

○
第
二
の
ポ
イ
ン
ト

融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口

実
で
お
金
を
振
り
込
ま
そ
う
と

す
る
手
口
に
注
意
。（
保
証
料
、

保
険
料
な
ど
の
名
目
で
必
ず
お
金

informationくらしと情報

案
内
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

記
念
講
演
会

日
時
：
４
月
16
日（
日
）午
後
２

時
〜（
先
着
70
名
、
聴
講
は
無
料
）

／
講
師
：
西
海
賢
二
氏
（
東
京

家
政
学
院
大
学
教
授
）
／
演
題
：

「
大
山
信
仰
の
地
域
的
展
開
」

展
示
案
内
会

日
時
：
４
月
１
日（
土
）、
５
月

６
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
（
聴
講

は
無
料
）

●
土
浦
市
立
博
物
館
（
土
浦
市

中
央
１
︲
１
５
︲
１
８
）
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
２
９
２
８

ロ
写
真
に
記
録
し
続
け
て
き
た

も
の
で
す
。

　
大
利
根
博
物
館
で
は
、
そ
の

中
か
ら
65
点
を
選
び
、
水
郷
の

農
作
業・水
郷
に
生
き
る
人
・々

想
い
出
の
景
色
・
北
浦
の
帆
曳

き
船
と
い
う
４
つ
の
テ
ー
マ
に

わ
け
て
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
の
写
真
も
多
く
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

期
間
：
５
月
14
日（
日
）ま
で
／

場
所
：
千
葉
県
立
大
利
根
博
物

館
／
開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
／
入
館
料
：
一

般
２
０
０
円
、
高
・
大
学
生
１

０
０
円
、
65
歳
以
上
・
中
学
生

以
下
無
料

●
千
葉
県
立
大
利
根
博
物
館

（
千
葉
県
佐
原
市
佐
原
ハ
４
５
０

０
）
☎
０
４
７
８
︲
５
６
︲
０

１
０
１

土
浦
市
立
博
物
館
で
企
画
展

「
常
総
の
大
山
信
仰
」

　
稲
敷
市
を
は
じ
め
と
す
る
利

根
川
流
域
に
は
オ
ダ
チ
と
呼
ば

れ
る
行
事
が
あ
り
、
男
子
が
長

大
な
木
製
の
太
刀
を
担
い
で
集

落
を
め
ぐ
る
光
景
が
各
地
で
見

ら
れ
ま
す
。こ
の
行
事
に
登
場

す
る
木
太
刀
の
い
く
つ
か
に
は
、

大
利
根
博
物
館
で
写
真
展

「
想
い
出
の
水
郷
」

利
根
川
下
流
域
の
水
郷
地
方
は
、

昭
和
40
年
代
ま
で
は
水
路
が
縦

横
に
走
る
田
園
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。そ
こ
に
は
、
ボ

ッ
チ
笠
と
モ
ン
ペ
で
サ
ッ
パ
舟

を
操
り
、
総
出
で
苗
取
や
田
植

え
を
行
い
水み
ず
ぐ
る
ま車で
田
ん
ぼ
に
水

を
入
れ
る
、
活
気
に
満
ち
た
農

民
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
内
在
住
の
鴻
野
伸
夫
さ
ん

（
堀
之
内
）
に
よ
る
写
真
集
『
想

い
出
の
水
郷
』
は
、
こ
う
し
た

伝
統
的
な
農
作
業
か
ら
機
械
化

さ
れ
た
近
代
的
農
業
へ
と
変
貌

し
た
水
郷
の
様
子
を
、
モ
ノ
ク

す
。

　
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
家
族
だ

け
で
抱
え
込
ま
ず
、
そ
の
対
応

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。ご
本
人
か
ら
の
相
談

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

精
神
ク
リ
ニ
ッ
ク

日
時
：
毎
月
第
２
水
曜
、
第
４

火
曜
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
予
約
制
）
／
場
所
：
茨

城
県
竜
ヶ
崎
保
健
所
ク
リ
ニ
ッ

ク
室
／
相
談
対
応
者
：
精
神
科

医
、
保
健
師
な
ど
／
内
容
：
家

族
な
ど
の
関
わ
り
方
の
助
言
／

申
込
み
方
法
：
左
記
ま
で
電
話

で
予
約
す
る

ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

日
時
：
毎
月
第
３
火
曜
／
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
予
約

制
）
／
場
所
：
茨
城
県
竜
ヶ
崎

保
健
所
ク
リ
ニ
ッ
ク
室
／
対
象

者
：
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

者
を
抱
え
る
家
族
な
ど
／
相
談

対
応
者
：
心
理
士
、
保
健
師
な

ど
／
内
容
：
家
族
な
ど
の
関
わ

り
方
の
助
言
／
申
込
み
方
法
：

左
記
ま
で
電
話
で
予
約
す
る

●
茨
城
県
竜
ヶ
崎
保
健
所
保
健

指
導
課
☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲

２
３
６
７

「
大
山
石
尊
大
権
現
」と
か「
大

山
阿
夫
利
神
社
」
と
い
う
銘
が

あ
り
、
オ
ダ
チ
行
事
と
大
山
信

仰
に
関
連
が
あ
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
大
山
信
仰

の
遺
品
や
現
代
に
継
承
さ
れ
た

オ
ダ
チ
行
事
を
通
し
て
、
一
つ

の
山
岳
信
仰
の
伝
播
と
展
開
を

た
ど
る
も
の
で
す
。ま
た
、
市

内
の
オ
ダ
チ
モ
ミ
に
つ
い
て
も

取
材
し
、
写
真
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
大
山
信
仰
：
神
奈
川
県
伊
勢

原
市
の
大
山
に
対
す
る
信
仰
で
、

江
戸
時
代
の
庶
民
に
ひ
ろ
が
り
、

納
め
太
刀
・
大
山
詣
り
・
大
山

燈
籠
な
ど
の
特
徴
的
な
民
俗
文

化
を
生
み
だ
し
ま
し
た
。こ
の

う
ち
納
め
太
刀
と
は
、
木
製
の

太
刀
を
大
山
に
奉
納
す
る
風
習

の
こ
と
で
、
土
浦
市
内
に
は
江

戸
時
代
の
木
太
刀
が
４
本
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

期
間
：
５
月
７
日（
日
）ま
で
／

開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
／
入
館
料
：
一
般
１

０
５
円
、
小
・
中
・
高
校
生
50

円（
土
曜
日
は
小
・
中
・
高
校
生
の

入
館
無
料
）
／
休
館
日
：
毎
週

月
曜
日

　
ま
た
、
記
念
講
演
会
や
展
示

イベ
ント

Ev

精
神
相
談
、

ひ
き
こ
も
り
相
談

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代

は
非
常
に
ス
ト
レ
ス
が
多
く
、

心
の
不
調
を
き
た
し
や
す
い
時

代
と
も
い
え
ま
す
。不
登
校
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
う
つ
状
態

な
ど
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、「
ひ
き
こ
も
り
」も
大
き

な
社
会
的
問
題
に
な
っ
て
い
ま

いろ
いろ

ir

総出の苗取り（東村 昭和50年）



広報稲敷 平成18年4月号　1617　広報稲敷 平成18年4月号

■休日診療当番医
4月2日（日） 坂本医院：坂本隆二（江戸崎）tel.029-892-22�2
 小林医院（阿見）tel.029-889-11�4
 池田病院（龍ケ崎）tel.0297-64-1152
 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
4月9日（日） 鈴木クリニック（江戸崎）tel.029-892-�640
 宮崎こどもクリニック（阿見）tel.029-891-�000
 村井医院（龍ケ崎）tel.0297-62-��80
 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
4月16日（日） 本橋医院（江戸崎）tel.029-892-2�08
 美浦中央病院（美浦）029-885-�551
 野上小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-65-��75
 秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-��11
4月2�日（日） 古橋医院（東）tel.0299-78-�770
 河合内科医院（阿見）tel.029-84�-��01
 若松内科胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-64-05��
 菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
4月29日（土） ゆはらクリニック（桜川）tel.029-894-2002
 さかえ医院（阿見）tel.029-888-2662
 うちだ医院（龍ケ崎）tel.0297-64-8821
 斎藤クリニック（龍ケ崎）tel.0297-64-�527
4月�0日（日） 江戸崎病院（桜川）tel.029-894-2611
 森脇整形外科（阿見）tel.029-84�-7888
 鴻巣クリニック（龍ケ崎）tel.0297-61-0151
 みやおか外科整形外科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-�761
5月�日（水） 矢野整形外科医院（江戸崎）tel.029-892-2127
 おおさわ眼科医院（阿見）tel.029-84�-7272
 横田医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0047
 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2�2�
5月4日（木） 竹尾医院（河内）tel.0297-86-24�6
 湯原病院（阿見）tel.029-887-0�10
 吉澤胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0977
 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
5月5日（金） 江戸崎眼科医院（江戸崎）tel.029-892-0262
 小林医院（阿見）tel.029-889-11�4
 福岡小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-�245
 西新道外科医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0855
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください

■法律相談
申込：予約制。電話で申込む。4月10日（月）午前8時�0分
から受付。定員各会場6名。
法律問題の相談に弁護士がお答えします。
江戸崎庁舎＝4月18日（火）／新利根庁舎＝4月19（水）時
間：午後1時〜４時
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2208）

■心配ごと相談
申込：予約制。各会場へ／無料／時間：午後１時�0分〜４時
▽江戸崎公民館tel.029-892-5711＝4月6日（木）

▽ふれあいセンター tel.0297-87-6888＝4月1�日（木）

▽桜川庁舎tel.029-892-2000（内線4801）＝4月20日（木）

▽東庁舎分庁舎2階tel.0299-80-5070＝4月27日（木）

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
■行政相談
行政に関する相談を受け付けます。直接ご来場ください。
時間：午後１時�0分〜４時
▽江戸崎公民館＝4月6日（木）　▽ふれあいセンター＝4月
1�日（木）　▽桜川庁舎＝4月20日（木）▽東庁舎分庁舎2階
＝4月27日（木）

■人権相談
人権に関する相談に、人権擁護委員などがお答えします。
時間：午後１時�0分〜４時
▽江戸崎公民館＝4月6日（木）　▽ふれあいセンター＝4月
1�日（木）　▽桜川庁舎＝4月20日（木）　▽東庁舎分庁舎2
階＝4月27日（木）

●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線��00）

informationくらしと情報

■交通事故相談
日時：4月19日（水）午前10時から午後�時まで／会場：茨
城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-82�-112�
■いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-��89
■犬猫引取
手数料：2,000円（一匹）　江戸崎庁舎第2駐車場奥=4月1�日

（木）、27日（木）午後2時10分〜�0分
●稲敷市生活環境課tel.029-894-2�27（直通）

■4月の納税（納期限：5月1日（月））
固定資産税：1期、介護保険料：1期、国民健康保険税：1期

informationくらしと情報

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指

導
士（
３
級
）養
成
講
習
会

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
で
は
、

介
護
予
防
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
」

な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ

く
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指

導
士
の
養
成
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

開
催
時
期
：
平
成
18
年
９
月
か

ら
平
成
19
年
１
月
頃
ま
で
／
講

習
日
数
：
８
日
間（
週
２
〜
３
日
、

１
か
月
で
修
了
）／
開
催
場
所
：

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
（
水
戸

市
笠
原
町
９
９
３
︲
２
）
／
応
募

資
格
：
60
歳
以
上
の
方
（
平
成

18
年
４
月
１
日
現
在
）
／
費
用
：

受
講
料
は
無
料
。傷
害
保
険
料

（
４
０
０
円
）、
交
通
費
、
昼
食
代

な
ど
は
個
人
負
担
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
募
集
要
項
・
申
込
書
が

郵
送
さ
れ
ま
す
。

●
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
☎
０

２
９
︲
２
４
３
︲
４
２
１
７

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
や

さ
し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格
：
利
根
川
、
横
利
根

川
、
霞
ヶ
浦
付
近
に
お
住
ま
い

の
20
歳
以
上
の
方
／
任
期
：
平

成
18
年
７
月
１
日
〜
平
成
20
年

６
月
30
日
／
締
切
：
５
月
８
日

（
月
）必
着

　
応
募
要
綱
が
左
記
の
事
務
所

お
よ
び
出
張
所
、
ま
た
は
市
役

所
各
総
合
窓
口
課
に
あ
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
国
土
交
通
省
利
根
川
下
流
河

川
事
務
所
佐
原
出
張
所
☎
０
４

７
８
︲
５
２
︲
３
７
９
５
／
国

土
交
通
省
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所

占
用
調
整
課
☎
０
２
９
９
︲
６

３
︲
２
４
１
９

お
詫
び
と
訂
正

３
月
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
13
＝
「
一
般
住
宅
に

火
災
警
報
機
の
設
置
義

務
」
の
記
事
中
、
既
存

住
宅
の
設
置
時
期【
誤
】

平
成
23
年
６
月
１
日

【
正
】
平
成
21
年
６
月

１
日

子育てカレンダー
☎地域子育て支援センター（新利根つばさ保育園内tel.0297-87-�600）

日程 内容 会場 定員
4月11日（火） 初めまして会 つ どなたでも
4月12日（水） うさちゃん広場（1〜２歳） つ 15組
4月14日（金） サロンの日、相談日 つ 15組
4月18日（火） りすちゃん広場（0〜1歳） つ 15組
4月20日（木） くまちゃん広場（2歳〜） つ 15組
4月25日（火） サロンの日、相談日 つ 15組

☎ふれあい広場（江戸崎第ニ保育所tel.029-892-4094）
日程 内容 会場 定員
※5月から開催します。

☎あそびの広場（桜川保育所tel.029-894-�70�）
日程 内容 会場 定員
※5月から開催します。

会場：つ＝つばさ保育園

稲敷市地域交流スペース
会場：特別養護老人ホーム水郷荘３階
問：tel.0299-79-2�19
教室名 日時
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時〜
 日曜＝午前9時〜
料理教室 4月24日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室 4月24日（月）午後１時〜
太極拳教室 4月12日（水）午後1時�0分〜
生花教室 4月20日（木）午後１時�0分〜
手話愛好会 4月21日（金）午後７時〜
カラオケ教室 火・土曜午後１時�0分〜
絵手紙教室 4月26日（水）午後1時�0分〜
梅さんの落語会 4月10日（月）午前10時�0分〜
囲碁教室 月曜午後１時〜

発生件数：�4（62）
　負傷者：46（80）
　　死者：0（2）
※2月1日〜28日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：49,441人（-64）
　　男：24,456人（-�2）
　　女：24,985人（-�2）
世帯数：15,026（-10）
※�月1日現在。かっこは前月比
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写真提供：桜川ミニバスケットボールチーム

2-b 2-a

1

行
っ
て
い
る
活
動
で
す
。参
加
者
は
土

手
沿
い
を
歩
き
な
が
ら
、
オ
オ
ヒ
シ
ク

イ
な
ど
の
野
鳥
や
川
魚
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
自
然
観
察
を
行
い
、
豊
か
な
自
然
を

感
じ
た
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

4
笑
遊
館
に
つ
る
し
雛

笑
遊
館
で
「
江
戸
崎
の
雛
祭
り
」
が
行

わ
れ
、
ひ
な
人
形
や
つ
る
し
雛
が
飾
ら

れ
ま
し
た
。こ
の
つ
る
し
雛
は
女
の
子

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
縁
起
物
の

動
物
や
美
し
い
花
々
な
ど
を
つ
る
し
た

ひ
な
飾
で
、
市
商
工
会
女
性
部
の
メ
ン

バ
ー
約
20
名
が
、
昨
年
の
４
月
か
ら
約

10
か
月
を
か
け
て
一
つ
一
つ
手
縫
い
で

作
り
あ
げ
た
力
作
揃
い
。訪
れ
た
人
た

ち
は
色
と
り
ど
り
の
吊
る
し
雛
の
美
し

さ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

5
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う

子
ど
も
を
事
件
や
災
害
か
ら
守
ろ
う
と
、

沼
田
台
地
区
自
主
防
災
連
絡
会
主
催
の

「
親
と
子
の
防
犯
・
防
災
教
室
」が
２
月

５
日
沼
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
地
区
内
の
親
子
な
ど
約
80

名
が
参
加
し
ま
し
た
。教
室
で
は
、
稲

敷
警
察
署
や
江
戸
崎
消
防
署
の
職
員
ら

が
講
師
と
し
て
参
加
し
、
災
害
か
ら
の

身
の
守
り
方
や
、
不
審
者
へ
の
対
策
方

法
な
ど
を
説
明
。参
加
者
は
、
日
頃
の

防
犯
や
防
災
の
重
要
さ
に
つ
い
て
、
親

子
で
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
2-3月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

1
桜
川
ミ
ニ
バ
ス
女
子

北
関
東
甲
信
越
大
会
優
勝

第
17
回
北
関
東
甲
信
越
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
２
月
11
・
12
日
に
群

馬
県
高
崎
市
で
行
わ
れ
、
茨
城
県
の
代

表
と
し
て
桜
川
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
女
子
が
出
場
。並
み
い
る
強
豪
を
押

さ
え
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
群
馬
県
館
林
南
光
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
対
戦
し
40
対
28
の
大

差
で
勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。

2
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

市
主
催
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が

２
月
12
日
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
６
０
０
名
が
参
加
。コ
ン
サ
ー

ト
で
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
亀
山
勝
子
さ

ん
と
ピ
ア
ノ
の
亀
山
法
男
さ
ん
の
お
二

人
が
、
童
謡
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
、

様
々
な
ス
タ
イ
ル
で
演
奏
し
会
場
を
湧

か
せ
て
い
ま
し
た
。

3
小
野
川
探
検
隊

小
野
川
探
検
隊
第
３
回
探
検
交
流
が
２

月
19
日
、
稲
敷
市
を
会
場
に
行
わ
れ
、

市
内
を
は
じ
め
流
域
の
約
50
名
の
市
民

が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、
流

域
住
民
が
自
然
観
察
や
水
質
調
査
な
ど

を
通
じ
て
水
質
の
浄
化
を
図
ろ
う
と
、

市
民
団
体
や
県
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て

3-b

5

4

3-a
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第1回　井川一幸さん

井川さんのプロフィール
井川建築設計事務所代表、一級建
築士、福祉住環境コーディネータ
ー、茨城県木材協同組合連合会主
催「2005年いばらき地域適合型
木造住宅設計コンペ」1等（優秀賞、

写真上＝受賞案住宅）、�1歳
●井川建築設計事務所／稲敷市古
渡419番地�／tel.029-894-�848
／HPhttp://igawa-arch.com/

今月から稲敷市の人を紹介する新コ
ーナー「イナビト」をスタート。市
にゆかりのある方や市内で活躍する
方など様々な「人」をご紹介します。

☆
第1回目は、今年度行われた「2005
年いばらき地域適合型木造住宅設計
コンペ」で優秀賞（1等）を受賞した
建築士の井川一幸さん（古渡）です。
優秀賞おめでとうございます。建築
士を志した理由を教えてください。
建築士になったのは、実家が工務店
で子どもの頃から大工である父親の
姿を見て育ったからですね。広い目
で建築を学びたいと思い、大学で建

築を学びました。その後は大手の設
計事務所で空港ターミナルなどの設
計をしていたんです。けどやっぱり、
お客さんと直に話ができる、父のよ
うな仕事をしたくて、住宅設計事務
所での修行を経て、地元に帰って来
て設計事務所を立ち上げました。
今回の受賞作品のポイントは？
応募した設計コンペは、茨城の風土
に合う県産の木を使ったよりよい木
造住宅を目指して県の木材協同組合
が開催したものです。
　私が提案した家は「家族と一緒に
家も成長する」をテーマに設計しま
した。子どもの成長に合わせて、間

取りを自由にとれるようになってい
ます。また、自然の恵みをうまく活
用できる家にしました。自然の光や
風ってみんなが平等に与えられてい
る環境だと思うんです。それを家づ
くりに活かせばエコロジーで、住ん
でる人はもちろん地球のみんなが幸
せになれるんじゃないかな。
受賞した感想を聞かせてください
学生の頃から考えていた「家族の成
長に合わせて家も成長する」という
自分の考えが認められて本当にうれ
しかったです。建築士の仕事は、お
客さんに喜んでもらえるのが一番。
これからもがんばりたいです。

稲 敷 で 生 き る 人 々

撮影：石井雅義
お
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
は
、

朝
の
２
時
か
ら
の
時
も
！

昭
和
40
年
か
ら
お
店
を
や
っ
て
い

る
と
い
う
「
あ
か
さ
か
屋
」
さ
ん

に
来
ま
し
た
。ご
主
人
は
赤
坂（
東

京
）
の
和
菓
子
屋
さ
ん
で
修
行
を

し
て
い
た
そ
う
で
す
。お
店
の
名

前
の
由
来
は
こ
の
赤
坂
か
ら
来
て

い
る
ん
で
す
っ
て
。

　
忙
し
い
時
は
朝
の
２
時
か
ら
お

ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
を
始
め
る
と
い

う
ご
主
人
。若
い
頃
は
早
起
き
は

つ
ら
か
っ
た
け
ど
、
今
は
も
う
慣

れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。７
時

に
は
お
客
さ
ん
が
来
る
の
で
、
そ

の
た
め
に
は
こ
れ
く
ら
い
か
ら

（
お
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
を
）始
め
な
い

と
間
に
合
わ
な
い
ん
だ
と
か
。

レポーター大募集！
稲敷市のうまいもんを、素敵な笑顔で紹介してくれるレポーターを
募集しています。「レポーター希望」と明記し、下記宛先まで応募く
ださい。（食べ物の好き嫌い、取材の日程などは調整します。）

看護学生として毎日忙しい日々を送って
います。疲れて帰ってくると甘い物が欲
しくなるんですよね。特に和菓子には目
がないので、今日は本当に楽しみです。

今月のレポーター
橋本 のぞ美さん（高田）

わが故
ま ち

郷の味、発見の旅へ…no.9

いなしきうまいもん

大盤振舞い！

今回、あかさか屋さんから「おまん
じゅう詰合せ」を提供していただき
ました。広報稲敷の読者の方15名様
にプレゼントいたします。はがきで
ご応募ください。お一人様一通とさ
せていただきます。締切4月20日消
印有効。当選者の発表は引換券の発
送をもってかえさせていただきます。

Present
15名

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７-

１

稲
敷
市
役
所
秘
書
広
聴
課

広
報
稲
敷

「
う
ま
い
も
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト

④
」
係

�00-059550

☎0299-79-1695
稲敷市阿波崎4609
OPEN　午前7時〜午後7時
不定休

コンビニコンビニ

あずま北小あずま北小

伊佐部
　駐在所
伊佐部
　駐在所

国道125号線国道125号線

新利根川新利根川 東中神橋東中神橋伊佐部橋伊佐部橋

至 土浦・
　 龍ケ崎
至 土浦・
　 龍ケ崎

至 潮来・
　 佐原
至 潮来・
　 佐原

ゴルフ場ゴルフ場

あかさか屋あかさか屋

あかさか屋

和
菓
子
作
り
ひ
と
す
じ
50
年
、匠
の
技

「
く
さ
も
ち
」
と
「
い
ち
ご
大

福
」を
食
べ
て
み
て
！

　
人
気
商
品
は
く
さ
も
ち
と
い
ち

ご
大
福
。こ
れ
は
季
節
限
定
の
商

品
で
、
早
い
時
間
に
売
り
切
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
で
す
。４
月
い
っ
ぱ

い
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
の

で
、買
う
な
ら
今
で
す
よ
！

　
「
せ
っ
か
く
お
店
に
来
て
く
れ

た
お
客
さ
ん
に
、
売
り
切
れ
で
す

っ
て
言
う
時
は
つ
ら
い
よ
」
と
ご

主
人
。お
目
当
て
の
品
を
買
お
う

と
思
っ
た
ら
、
事
前
に
電
話
し
て

お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ようかんや大福のほか、水仙や梅など季節
の花をあしらった和菓子もあります

○郵便番号
○住所
○氏名
○年齢
○電話番号
○わたしのオススメ！
　うまいもん
○広報稲敷の感想

※季節によって商品が変わ
ります。ご了承ください。

お
い
し
い
和
菓
子
を
ご
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

とってもやわらか〜い！
本当においしいです。
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 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜川保健センター tel.029-894-�909
 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

運動教室
申込：予約制。会場へ申込む。／時間：午前10時〜11時�0分／場所：ふれあいセンター
5月9日（火）ウォーキング教室 5月12日（金）、26日（金）リフレッシュ＆ボール・エクササイズ

健康教室
定員：各50名／申込：予約制。会場へ申込む。／時間：午後2時〜�時�0分／会場：ふれあいセンター
5月9日（火）、17日（水）、24日（水）しぼれ！体脂肪 5月18日（木）、25日（木）、�1日（水）高脂血症予防教室

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。会場へ申込む。
5月11日（木） こころの健康相談 午後1時�0分〜�時�0分 東保健センター
5月25日（木） こころの健康相談 午後1時�0分〜�時�0分 ふれあいセンター
5月25日（木） こころのリハビリ 午前10時〜11時�0分 ふれあいセンター

乳幼児予防接種
申込：予約制。会場へ申込む。5月実施分は4月20日（木）から受付け。
5月8日（月） 三種混合 午後1時�0分〜2時 東保健センター
5月9日（火） 麻しん・風しん混合 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター
5月11日（木） ポリオ 午後1時10分〜1時40分 ふれあいセンター
5月12日（金） 麻しん・風しん混合 午後1時15分〜1時�0分 桜川保健センター
5月18日（木） ポリオ 午後1時10分〜1時40分 ふれあいセンター
5月19日（金） 三種混合 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター

健康づくり

健康づくり事業として、健康教室を開
催しています。
対象：稲敷市在住者・在勤の方／申込：
5月8日（金）までに、ふれあいセンタ
ー窓口で、保険料を添えて申し込む。

（予約は電話でも可）

リフレッシュ＆ボール・エクササイズ
ストレッチでゆっくり身体をほぐした
後に、エクササイズボールやステップ

台、バランスディスク等を使用して、
楽しく体力づくりを行います。
日程：5月12日（金）〜全�2回
ふれあいウォーキング
ウォーキングの基礎を学び、運動習慣
を身につけます。生活習慣病予防や肥
満予防など、運動不足の方や高齢の方
にも、気軽に参加できる教室です。
日程：5月9日（火）〜全11回
しぼれ！体脂肪教室
検診結果で「要指導」や「太りぎみ」だ

った方、健康的に減量、体重維持した
い方、生活習慣病予防・改善したい方
のための教室です。
日程：5月9日（火）〜全10回
高脂血症予防教室
検診で「総コレステロール値」や「中性
脂肪値」が高めだった方のための健康
教室です。高脂血症は自覚症状がほと
んどないため、放置すると様々な病気
を招きます。
日程：5月18日（木）〜全10回

5月26日（金） ポリオ 午後1時�0分〜2時 東保健センター
5月�0日（火） BCG 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター

乳幼児健診・育児教室
申込：対象者には通知。申込み不要。
5月10日（水） �〜4か月児健診 午前9時�0分〜9時45分 江戸崎保健センター
5月10日（水） 9〜10か月児育児教室 午後1時15分〜1時45分 江戸崎保健センター
5月12日（金） 1歳６か月児健診 午前9時15分〜9時45分 ふれあいセンター
5月15日（月） �歳児健診 午後1時〜1時20分 江戸崎保健センター
5月16日（火） 2歳児歯科健診 午後1時〜1時20分 桜川保健センター
5月17日（水） 1歳６か月児健診 午後1時〜1時20分 桜川保健センター
5月19日（金） �〜4か月児健診 午前9時�0分〜9時45分 ふれあいセンター
5月19日（金） 9〜10か月児育児教室 午後1時15分〜1時45分 ふれあいセンター
5月24日（水） �歳児健診 午後1時〜1時20分 東保健センター
5月�1日（水） 2歳児歯科健診 午前9時15分〜9時�0分 東保健センター

マタニティスクール
申込：予約制。会場へ申込む。
5月18日（木）、26日（金） マタニティスクール 午前10時〜午後�時 ふれあいセンター

子育て教室「キッズクラブ」
内容：親子で遊ぶ教室です。／時間：午前10時〜11時�0分／申込：予約制。会場またはふれあいセンターへ申込む。
※初めて参加する方は�日前までにお申込みください。
5月11日（木） 江戸崎保健センター 5月18日（木） 桜川保健センター
5月2�日（火） ふれあいセンター 5月�0日（火） 東保健センター

相談
内容：健康に関する悩みや疑問に、保健師がお答えします。お気軽にご相談ください。
5月11日（木） 住民健康相談 午前10時〜11時 桜川保健センター

検診
詳しくは、「保健事業のお知らせ」を参考にしてください。（�月下旬配布予定）申込：予約制。会場へ申込む。婦人科検診は
4月17日（月）〜21日（金）、総合検診は：5月8日（月）〜10日（水）に受付
5月22日（月）〜26日（金） 婦人科検診 正午〜 江戸崎保健センター
5月27日（土）、28日（日） 総合健診 午前7〜10時 ふれあいセンター
5月29日（月） 総合健診 午前7〜10時 根本共同利用施設
5月�0日（火） 総合健診 午前7〜10時 新利根いこいのプラザ

献血
血液が不足しています。ご協力お願いします
5月�0日（火） 献血 午前9時�0分〜11時�0分 桜川保健センター
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 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-�111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

4月の開館（室）日

 日 月 火 水 木 金 土
       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 1� 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
 2� 24 25 26 27 28 29
 �0
■市立図書館休館日：■
■江戸崎図書室：毎週月曜日、4
月25日、29日休室
■新利根・桜川図書室：毎週月曜
日、4月29日休室
●開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

新着図書（図書館）
「クローズド・ノ
ート」零井脩介、

「お腹召しませ」
浅田次郎、「生き
ててもいい…？」
野口美香、「図説
稲敷・北相馬の歴
史」

江戸崎図書室

新着図書
「図説 稲敷・北相馬の歴史」、「みんな
の『知恵袋』」Yahoo!Japan 、「マオ」
ユン・チアン、「国家の品格」藤原正彦、

「おとなの食育Q&A100」若林育子、
「わたしは猫ストーカー」浅生ハルミ
ン、「101歳の少年」三浦敬三、「翼の折
れた天使たち、空」Yoshi 、「未来教え
てよ、パピ」ももこ、「鬼平犯科帳」池波
正太郎、「ブスの瞳に恋してる」鈴木お
さむ、「世界のこわい話」山主敏子、「佐
藤さん」片山優子、「ステップファザー・
ステップ」宮部みゆき　ほか

たいものです。野菜づくりは家族との
コミュニケーションの場にもなりま
す。収穫した野菜をいただきながら、
心も体もリフレッシュしませんか。
読書週間スタンプラリー
2006・第48回子ども読書週間（4月

2�日〜5月12日）にちなんで、図書館
では、子どもたちがたくさんの本に出
会えるようスタンプラリーを開催しま
す。
期間：4月2�日（日）〜5月12日（金）

まで／参加資格：市立図書館カードを
お持ちの中学生までの方／方法：カウ
ンターで申込み
新着図書

「弥靱の月」あさのあつこ、「買い物お
バカ日記」カリンボスナック、「ヒスト
リアン」エリザベスコストヴァ　ほか
新着ビデオ

「パッチギ」、「釣りバカ日誌15〜ハマ
ちゃんに明日はない？」、「宮廷女官チ
ャングムの誓い1〜1�」、「オールイン
〜運命の愛1〜6」　ほか

市立図書館

図書館カレンダー訂正
先月の広報で折り込み配布した、平成
18年度図書館カレンダーに誤りがあ
りました。お詫びして訂正します。
平成19年2月12日（日）

誤：休館　→正：開館
子ども映画会
題名：「ぐるんぱのようちえん／クリ
ーナおばさんとカミナリおばさん｣ ／
日時：4月8日（土）、9日（日）午後2時
〜（上映時間29分）／申込：当日、図書
館カウンターへ申込む。定員70名
おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれたり、手品などを行います。
日時：4月�0日（日）午後2時〜
4月の展示
家庭菜園（野菜作りの本）
野菜の種をまいたり、苗を植えたり、
手入れをしたり…。手をかけて野菜を
育てる楽しさは、なにものにもかえが

スポーツ

学校体育施設開放事業

地域のスポーツ振興を図るため、学校
の体育施設を無料で開放します。
開放施設：市内の全小・中・高等学校
の体育施設／利用時間：①平日＝午後
5時〜午後10時、②土日・祝日＝午前
9時〜午後10時※学校の都合により
利用できない場合があります。／貸出
対象：事前に登録をした団体／登録方
法：生涯学習課へ申込む。登録にあた
っては、①市内在住・在勤で10人以上
の団体、②スポーツ安全傷害保険など
に加入していること、③非営利目的な
ど、条件があります。／利用：生涯学
習課で利用日時を確認調整のうえ、使
用許可申請書を提出する。
スポーツ安全保険
スポーツ安全保険とは、アマチュアの
スポーツ、文化、ボランティア活動な
どの団体を対象に、文部科学省に許可
された公益法人のスポーツ安全協会が
運営している保険です。活動中などの

事故などに対して見舞金が支払われま
す。
●（財）スポーツ安全協会 HPwww.
sportsanzen.org
●市教育委員会生涯学習課tel.0297- 
87-�4�9

バスケフェスティバル

第19回稲敷市バスケットボールフェ
スティバルミニバスケットボール新人
大会が、2月11、12日の2日間江戸
崎体育館と江戸崎小学校体育館を会場
に開催され、市内をはじめ近隣市町村
から18チーム約�00名の選手が参加
しました。試合は予選通過1位と2位
のグループがそれぞれリーグ制で行わ
れ、熱い戦いが繰り広げられました。
大会結果
▽男子1位リーグ：1位＝江戸崎、2
位＝真鍋、�位＝美浦▽女子1位リー
グ：1位＝高田・鳩崎、2位＝江戸崎、
�位＝桜川

スポ少駅伝大会

第1回スポーツ少年団駅伝大会が、2
月 19 日江戸崎総合運動公園で行わ
れ、寒空のもと65チームが参加。それ
ぞれタスキをつなげました。
大会結果
▽男子A の部（5・6年）優勝＝江戸崎
ドリーム／準優勝＝西部インパルス／
第�位＝新利根FC ビートルズ▽男子
B の部（�・4年）優勝＝西部インパルス
／準優勝＝IBL ジュニアサッカークラ
ブ／第�位＝江戸崎ベアーズ▽女子A
の部（5・6年）優勝＝桜川ミニバスケッ
トボールクラブ／準優勝＝江戸崎ドリ
ーム／第�位＝鳩崎ミニバス▽女子B
の部（�・4年）優勝＝桜川ミニバスケッ
トボールクラブ／準優勝＝江戸崎ドリ
ーム／第�位＝高田ミニバス▽区間新
記録：女子A の部・第5区＝糸賀愛彩

（桜川ミニバス）、女子B の部・第5区＝
根本彩花（桜川ミニバス）

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-�4�9（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-�600（直通）

1 2写真提供：鳩崎・高田ミニバスケットボールチーム
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文も
ん
書じ
ょ

上
馬
渡
村
名
主
文
書
（
２
３
０

余
点
）は
、平
成
二
年
四
月
十
五

日
刊
行
の
『
源
喜
堂
古
文
書
目

録
第
七
号
』
に
掲
載
さ
れ
、
当

時
國
學
院
大
學
文
学
部
教
授
の

故
大
谷
貞
夫
氏
の
ご
厚
意
と
お

口
添
え
に
よ
り
、
旧
桜
川
村
の

所
管
と
な
り
、
筆
者
ら
が
そ
の

目
録
作
り
に
当
た
り
、
現
在
は

資
料
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
古
文
書
の
中
に
、「
お
く

ら
様
…
文
化
十
一
（
１
８
１
４
）

戌い
ぬ

と
し
…
公く

方ぼ
う

様さ
ま

御
姫
水
戸
様

え
御
入
に
付
…
、
公
方
様
よ
り

御
見
立
て
に
預
り
水
戸
様
よ
り

御
そ
ば
役
仰
せ
出
さ
れ
誠
に
御

出
精
の
請
御
承
候
」
と
書
か
れ

た
物
が
あ
る
（
史
料
①
）。公
方

様
と
は
将
軍
の
事
で
あ
り
、
水

戸
様
と
は
水
戸
徳
川
家
当
主
で

あ
る
。つ
ま
り
将
軍
の
娘
が
水

戸
家
へ
嫁
入
り
す
る
に
際
し
、

そ
の「
御
そ
ば
役
仰
せ
出
さ
れ
」

た
人
物
が
上
馬
渡
村
の
名
主
文

書
に
現
れ
て
い
る
。筆
者
は
こ

れ
に
大
き
な
関
心
を
抱
い
た
の

で
あ
る
。

　

峯
姫

史
料
①
で
「
公
方
様
御
姫
」
と

あ
り
、「
水
戸
様
」に
嫁
い
だ
と

さ
れ
る
姫
君
と
は
誰
で
あ
っ
た

か
。残
念
な
が
ら
文
書
中
に
は

そ
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

史
料
①
の
年
代
か
ら
す
る
と
、

徳
川
十
一
代
将
軍
家い
え

斉な
り

の
八
女

峯み
ね

姫ひ
め

の
存
在
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　

峯
姫
と
水
戸
藩
七
代
藩
主
治は
る

紀と
し

の
嫡
ち
ゃ
く

子し

鶴
千
代
君
と
の
縁
組

が
決
ま
り
、
江
戸
城
御
本
丸
で

結
納
を
請
け
た
の
は
婿
殿
八
才
、

嫁
君
五
才
の
文
化
二
年
二
月
十

三
日
の
こ
と
で
あ
る
。そ
し
て

る
。し
か
し
斉
脩
は
文
政
十
二

年
（
１
８
２
９
）、
享
年
三
十
三

才
で
逝せ

い

去き
ょ

す
る
。生
来
病
弱
で

十
三
年
余
の
在
位
中
一
度
も
水

戸
の
地
を
踏
ま
ず
、
子
供
も
無

か
っ
た
。斉
脩
が
亡
く
な
る
と

峯
姫
は
比び

丘く

尼に

名
の
峯ほ

う

寿じ
ゅ

院い
ん

様

と
改
め
た
。

　

お
く
ら
様
と
於
美
須
様

で
は
こ
の
峯
姫
に
仕
え
た
「
お

く
ら
様
」
と
は
ど
の
様
な
人
物

で
あ
っ
た
か
？
同
名
主
文
書
の

「
お
く
ら
様
御お

拝は
い

領り
ょ
う

物ぶ
つ

覚お
ぼ
え」
に

よ
れ
ば
こ
の
人
物
は
水
戸
様
よ

り
八
頁
に
も
渡
る「
女
中
渡
し
」

を
下か

賜し

さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

残
念
な
が
ら
こ
の
お
く
ら
様
と

武
右
衛
門
と
の
詳
し
い
関
係
が

文
書
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
史
料
②
を
見
る
と
、

「
御
姫
様
御
事
…
こ
れ
に
依
て

其
の
方
一
代
苗
字
御
免
、
惣
御

知
行
所
名
主
共
の
上
座
仰
せ
付

け
ら
れ
候
、
…
壱
ヶ
年
金
三
両

宛
御
手
当
下
さ
れ
候
…
」
と
あ

る
。こ
の
文
書
は
地
頭
役
所
か

ら
上
馬
渡
村
名
主
内
野
武
右
衛

門
へ
出
さ
れ
た
物
で
、
武
右
衛

門
が
あ
る
御
姫
様
を
預
か
っ
た

事
に
よ
り
、
一
代
限
り
の
苗
字

と
名
主
の
上
座
を
許
さ
れ
、
年

間
金
三
両
の
手
当
て
を
受
け
取

っ
て
い
た
事
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
史
料
③
に
は
「
…
於お

の
へ
様
御
義
此
節
於お

美み

須す

様
と

御
改
名
遊
ば
さ
れ
…
御お

宿や
ど

下さ
が

り

の
御お

沙さ

汰た

こ
れ
有
候
、
其そ

の
方

夫
婦
に
御お

逢あ

い
遊
ば
さ
れ
度た

く

思お
ぼ

し
召め

し
候
、
右
に
付
き
御お

屋や

舗し
き

迄ま
で

其
方
を
呼
び
置
き
候
様
仰お
お

せ
出
さ
れ
候
…
」と
あ
る
。

　

筆
者
は
史
料
①
の
お
く
ら
様
、

史
料
②
の
御
姫
様
、
史
料
③
の

史料①

史料②

史料③

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
２
回

将
軍
家い
え
斉な
り
の
娘
峯み
ね
姫ひ
め
に

　
仕
え
た
お
く
ら
と
於お

美み

須す

市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
根
藤
隼
人

於
美
須
様
と
は
同
一
人
物
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
う
す
る
と
話
は
こ
う
だ
。

か
つ
て
武
右
衛
門
に
預
け
ら
れ
、

二
才
か
ら
九
才
ま
で
過
ご
し
た

御
姫
様
が
そ
の
後
大
奥
に
上
が

り
、
於
の
へ
様
か
ら
於
美
須
様

へ
と
名
を
替
え
、
元
服
前
に
お

暇
を
貰
え
る
か
ら
、
お
屋
敷
ま

で
是
非
逢
い
に
来
て
欲
し
い
と

武
右
衛
門
に
手
紙
で
伝
え
、
こ

の
女
性
が
峯
姫
様
の
ご
結
婚
に

際
し
て
将
軍
に
選
ば
れ
、
お
側

役
と
し
て
仕
え
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
史
料
③
に
見
ら
れ
る
於
美

須
様
と
武
右
衛
門
と
の
親
し
い

関
係
に
疑
問
が
残
る
が
、
現
段

階
で
は
問
題
提
起
の
意
味
も
含

め
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
群
を
広

く
知
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

同
十
一
年
十
月
二
十

二
日
、
水
戸
藩
邸
に

お
移
り
に
な
り
、
即

日
ご
結
婚
な
さ
れ
た
。

　

成
人
し
た
鶴
千
代

君
は
斉な
り

脩の
ぶ

と
改
名
し
、

同
十
三
年
九
月
二
十

八
日
藩
主
を
襲
し
ゅ
う

封ふ
う

す



和田公園和田公園

広域農道広域農道 浮島郵便局浮島郵便局

霞ヶ浦霞ヶ浦

ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽稲敷市となって早１年。取材をしながら市内の地名を徐々に覚えてきました。が、職
員の名前と顔を覚えるのは相当時間がかかりそうです。（坂本）　▽広報を担当して早6年。写真を
撮るのが楽しいと思えるようになりました。ヘタだけど。（G4出）　▽中学校の卒業式へ取材に。卒
業生の合唱の最中、思わずもらい泣き。やっぱり卒業って悲しい。みなさん、4月からの新生活頑
張ってください。（池）

の販売などのイベントが行われ、園内
は多くの人で賑わいます。今年も、４
月16日に『チューリップまつり』が開
催されます。詳しくは12P をご覧くだ
さい。

和田公園は、水郷筑波国定公園の一部
に位置し、昔から夢の浮島の一つに数
えられている県内有数の景勝地として
親しまれてきた和田岬（写真1）にあり
ます。昭和55年から56年にかけて、
自然とスポーツをテーマとした観光整
備がおこなわれ、その後は、キャンプ
場や花畑などの整備が逐次行われてき
ました。11ha の敷地内には、ピクニ
ック広場や、あずまや（写真2）、炊事棟

（写真�）、トイレ、運動広場、駐車場な

どが整備されています。
　最近では、オートキャンプができる
無料の施設ということから、目の前に
霞ヶ浦もあり、ボートやルアーフィッ
シングなどのウォータースポーツを目
当てに、首都圏からの利用客も訪れる
ようになりました。
　また、毎年４月中旬から５月上旬に
かけて約20万本のチューリップが咲
き誇ります。（写真4）この時期には、野
外コンサートやモデル撮影会、農産物

ぶら〜り・稲敷　no.9　和田公園の巻

広報稲敷　4月号　発行日：平成18年�月24日
発行：稲敷市／編集：稲敷市秘書広聴課／〒�00-0595茨城県稲敷市江戸崎甲�277番地1
tel.029-892-2000（内線2400）fax.029-892-0906 ／稲敷市 HP www.city.inashiki.lg.jp

1 2
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子育てサポーター養成講座（全７回）　　　　　　　　　　

定員１５名

全

地区

江戸崎

桜川

新利根

あずま

全

地区

江戸崎

新利根

あずま

桜川

全

地区

　　　　　　開催場所：桜　川公民館

　　７月３０日（日） 全

＊　いなしき大学は、各学習会で地区ごとに巡回バスがでます。

　　９月１４日（木）

　　１１月　８日（水）

　　９月２８日（木）

3

5

6

江戸崎公民館

1

2

　オリエンテーション 臨床心理士

桜川公民館 森本純代先生

八島一子先生

場　所

新利根公民館　TEL　０２９７－８７－２１７５

　　６月１６日（金）

　　７月２１日（金）
桜川公民館

　「子どもの心と身体の発達」

江戸崎公民館　TEL　０２９－８９２－４１１０

3

4

1
あずま生涯学習センター

　　５月２６日（金）
１０：００～１２：００

いなしき大学（全７回）　　　　　　　　　　

　開級式・真龍太鼓
講話「私も大地の子」

　　９月２２日（金）

5

開催日
開催場所

2

　　６月１６日（金）

　　６月２３日（金）

８：００～　　　　

あずま生涯学習センター

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

　　１１月２９日（水）

江戸崎公民館

　　１１月１５日（水）

　　１１月２２日（水）

１０：００～１２：００ 宮本二郎先生舞えど連・講話「始めよう認知予防」
閉級式

7 　１２月１３日（水）
江戸崎公民館 医療法人尽誠会宮本病院長

　運動
「楽しい演歌ビクス」

桜川公民館

上村喜佐子先生
演歌ビクス同好会

東京電力
関東電気保安協会

新利根
１０：００～１２：００

新利根公民館

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

講話・実技
「家電の安全・延長コード作り」

4 　　８月２２日（火） 合同学習会　「落語を楽しむ」
１０：００～１２：００

江戸崎公民館

江戸崎

あずま生涯学習センター

桜川

あずま
１０：００～１２：００

筑波大学

飯島伊津子先生

講　師

８：００～　　　　

災害訓練
「防災ボランティア

講座」と合同

１０：００～１３：００

あずま生涯学習センター

時　間

６０歳以上の方を対象に、様々な分野の学習会を行う。（参加費：無料　但し移動教室は実費負担） 　　　　　　定員２００名

6

7 　　１２月２２日（金）
桜川公民館

１０：００～１２：００

　　１１月　９日（木）

根本公枝先生

桜川保健センター

１０：００～１１：３０ 保健センター

キッズクラブ職員
　「サポーター体験・キッズクラブ」

　「今地域に求められている
子育て支援とサポーターの役割」

１０：００～１２：００

　　８月１１日（金）
９：００～１２：００

１０：００～１２：００
　　１０月１３日（金）

桜川公民館

桜川公民館

１０：００～１２：００

学習内容 講　師

桜川公民館
　「こどもの食事とおやつ」

　「救命救急法」 消防署員

　「子どもの病気と安全」
１０：００～１２：００ 桜川保健センター保健師

地域における家庭教育支援を図るための人材養成講座。（参加費：無料　但し４回目は実費負担）

時　間
開催日

学習内容
対象
地区

つばさ保育園

本橋久代園長

臨床心理士

管理栄養士

　　桜川公民館　　　　　　　　　TEL　０２９－８９４－２９８１

　　あずま生涯学習センター　TEL　０２９９－７９－００５３

森本純代先生
　「サポーターとしてスタートするために」

落語研究会

　移動教室「水戸散策」

（保和苑・徳川博物館）

＊　移動教室に限りましては、各公民館発着のみとなります。（あずまは生涯学習センター及びあずま庁舎の発着となります）

定員５０名

1

2

3

4

5

ふれあい家庭介護講座（全５回）　　　　　　　　　　

定員３０名

1

2

3

4

5

防災ボランティア講座（全５回）　　　　　　　　　　

定員５０名

1

2

3

4

5

美しく年齢を重ねるための講座（全６回）　　　　　　　　　　

定員２５名

1

2

3

4

5

6

明日の健康を考える講座（全５回）　　　　　　　　　　

定員２５名

1

2

3

4

5

　　　　　　　各講座は開催後に日程等変更になる場合もあります。

「つらい介護」ではなく「疲れない、明るい気持ちで出来る介護」を目指し、早めの不安解消に取り組む講座。（参加費：無料）

　　６月　６日（火）

１０：００～１２：００ 　「リズムに乗ってわくわく体操」 藤田和子先生　　１１月１６日（木）

開催日 時　間 学習内容 講　師

１０：００～１２：００ 　「疲れない介護を目指して」 東京医大霞ヶ浦病院　看護師

　　７月　４日（火）

講　師学習内容

井垣律子先生

橋岡伸明先生

　「ハープを奏でる」

　「魅力ある能の世界」

井坂斗絲幸先生

善久（Zenkyu）先生

斉藤直江先生

　　６月　２日（金）

　　７月１４日（金）

　　９月　１日（金）

　「日本の響き津軽三味線」

　「オカリナ・ケーナの調べ」

　「ゴスペルを歌おう」

１９：００～２０：３０

１９：００～２０：３０

１９：００～２０：３０

時　間

　１０月１３日（金）

　１１月１０日（金）

１８年度　生涯学習講座生・いなしき大学生募集！

リフレッシュ！体感音楽講座（全５回）　　　　　　　　
演奏や講話を交えながら音楽や芸能文化を鑑賞し、日頃の疲れを癒し心和む時間を共有する。（参加費：無料）

募集期間：平成１８年４月４日（火）～４月２３日（日）　　受付時間 ８：３０～１７：００　（※月曜休館）
申込方法：公民館・センター窓口にて備え付けの申込用紙に必要事項をご記入の上、お申込下さい。

開催日

１９：００～２０：３０

１９：００～２０：３０

１０：００～１２：００ 　「三世代をつなぐ食事作り」 県職員

　　８月２４日（木） １０：００～１２：００ 　「介護保険制度について」 市保険課

　　９月２６日（火） １０：００～１２：００ 　「老人にやさしい介護・介護サービスの上手な利用法」 介護サービス　ひだまり

不足の事態に備え、災害時に効果的な活動ができることを目的とした講座。（参加費：無料）

　１０月１７日（火） １０：００～１２：００ 　「医療保険制度・各種福祉サービスの概要」 県職員

開催日 時　間 学習内容 講　師

　　６月　７日（水） １０：００～１２：００ 　「住民を守る防災体制」 県職員

　　７月１２日（水） １０：００～１２：００ 　「応急処置・搬送法、消火法」 稲敷市消防署

　　７月２１日（金） １０：００～１２：００ 　「市の防災管理・演習計画」 市職員

　　７月３０日（日） １０：００～１３：００ 　「災害シミュレーション」（防災訓練）

　  ８月３０日（水） １０：００～１２：００ 　「くらしを守る自主防災」 県職員

お母さん・おばあちゃんが張りのある毎日を過ごし、若く・美しくいつまでも素敵な女性でいるための講座。（参加費：無料）

開催日 時　間 学習内容 講　師

　　７月　６日（木） １０：００～１２：００ 　「貴方に似合う色を探しましょう」 久保田和枝先生

　　８月１０日（木） １０：００～１２：００ 　「食事が肌の美しさを決める」 根本公枝先生

　　９月２１日（木） １０：００～１２：００ 　「ウォーキングで美しい姿勢に」 古山節子先生

　　１０月　５日（木） １０：００～１２：００ 　「１０歳若く見えるメイクアップ術」 久保田和枝先生

　１２月　７日（木） １０：００～１２：００ 　「筆ペンで書く実用書道」 近江光先生

時　間 学習内容 講　師

　　　　　　開催場所：江戸崎公民館

　　８月３１日（木） １０：００～１２：００ 　「歯で直す生活習慣病と予防」 清原秀樹先生

　　１１月３０日（木） １０：００～１２：００ 　「歪みのないバランスの良い身体づくり」

　　９月２８日（木） １０：００～１２：００ 　「中高年からの健康づくりに大切なこと」

　　１０月２６日（木） １０：００～１２：００ 　「元気のもとは三度の食事から」 根本公枝先生

問合せ先：生涯学習課　TEL０２９７－８７－３４３９

申込資格：稲敷市在住者または在勤者。

　　　　　　　また、申込人数が極めて少ない場合は講座開催を中止する場合があります。
そ　の　他：定員数を超えた場合は抽選となりますのでご了承下さい。（後日通知致します）

　１２月１３日（水） １０：００～１２：００ 　「始めよう認知症予防」　いなしき大学と合同

　　　　　　開催場所：江戸崎公民館

　　　　　　開催場所：新利根公民館（農村環境改善センター）

　　　　　　開催場所：あずま生涯学習センター

　　　　　　開催場所：あずま生涯学習センター

宮本二郎先生

古山節子先生

藤田和子先生

誰もが気にかける自分や家族の健康、病気にならないための知識を学ぶ。（参加費：無料）

開催日


